
令和３年度入学試験問題（前期日程） 

化 学 

出題意図及び正答例 

問題 １ 

出題意図  

 化学の基本事項を出題した．化学用語，物質の名称，化学式は化学を学習する上での重要

事項である．まずは，これらの基礎をしっかり理解しておくことが肝心である．大学に入学

して，さらに進んだ理系の学問を学ぶためには，これらを身につけていることが欠かせない． 

 

正答例 

(1) ア 共有電子対 イ 非共有電子対 

      (孤立電子対) 

ウ 配位結合 エ 錯塩 

(2) 電解質 

(3) 電離 

(4)    陰イオン 

陽イオン 塩化物イオン リン酸イオン 硫化物イオン 

ナトリウムイオ

ン 

化学式:  

(例)  NaCl 

化学式： 

 Na3PO4 

化学式： 

 Na2S 

化学式： 

(例)塩化ナトリウム 

名称： 

リン酸ナトリウム 

名称： 

硫化ナトリウム 

カルシウムイオ

ン 

化学式： 

 CaCl2 

化学式： 

 Ca3(PO4)2 

化学式： 

 CaS 

名称： 

塩化カルシウム 

名称： 

リン酸カルシウム 

名称： 

硫化カルシウム 

  



 

(5) 

分子 分子のでき方 実際の分子の

形 

メタン 

  

正四面体形 

二酸化炭素 
 

直線形 

窒素 
 

直線形 

(6) 

①の名称： テトラアンミン銅(II)イオン 

②の名称： テトラヒドロキシド亜鉛(II)酸イオン 

③の化学式： K4[Fe(CN)6] 

 

  



令和３年度入学試験問題（前期日程） 

化 学 

出題意図及び正答例 

問題 ２ 

出題意図  

窒素と水素からアンモニアを合成する反応を取り上げ，化学平衡，ルシャトリエの原理，

反応速度に関する理解度を問うた．また，硫酸によるアンモニア水の滴定について，基本的

な中和反応に関する計算能力を試したとともに，強酸による弱塩基の中和と緩衝作用に関

する基礎的な知識を習得しているかを問うた． 

 

正答例 

(1) 

 

ア：ハーバー・ボッシュ イ：低い ウ：高い エ：活性化エネルギー 

オ：変化しない カ：変化しない キ：共通イオン ク：左 

(2) 
(a) H2の物質量： 

   1.5x   mol 

(b) 平衡定数： 

   16V2/27x2  (mol/L)−2 

(c) 平衡の移動： 

移動しない 

(3) 

 

(a) 計算過程：略              NH3の物質量:   0.0500   mol 

(b) 計算過程：略                          電離度α＝   0.010     

(c) 計算過程：略                          Kb =  1.0×10−5   mol/L 

(d) 理由：  略 

(e) 指示薬： メチルオレンジ 

※記述問題の正答例は開示していません． 

  



令和３年度入学試験問題（前期日程） 

化 学 

出題意図及び正答例 

問題 ３ 

出題意図 

油脂を題材とした問題から，脂質に係る基本的知識，有機化学反応および化合物構造に対

する理解度，および論理的に正答を導くための思考力を問うた．これらの理解度および思考

力を評価するために，計算と構造式の記述ができるかどうかを試した． 

 

正答例 

(1) 
ア：ステアリン酸 イ：固体 ウ：ファンデルワールス力 

エ：アルキル オ：ミセル  

(2) (a) ５個 (b) C18H32O2 

(3) 

 

(4) 

物質 Eの構造式： (a)〜(d)のうち正しい記述：c, d 

(5) 

カ：アセトアルデヒド キ：酢酸 ク：無水酢酸 

（  ク  ）の構造式： 

 

①  

②  
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令和３年度入学試験問題（前期日程） 

化 学 

出題意図及び正答例 

問題 ４ 

出題意図  

天然高分子化合物は古くから生活に密着して利用されてきた．それらの機能的な性質を

簡便に利用するために合成高分子化合物を開発してきた．そのため，生活における合成高分

子化合物の製品の機能（染色や接着）と化学的な理解度を問うた．  

 

正答例 

(1) 

 

ア：ポリアクリロニト

リル 
イ：アクリル ウ：ケラチン エ：コラーゲン 

オ：ポリ酢酸ビニル 
カ：ポリビニルアル

コール 
キ：ビニロン  

ク：綿（木綿，麻も

可） 

ケ：セルロース  

(2) 

 

(3) 
計算過程： 略 

                             分子量： 2.98×104   

(4) 原子団： -COOCH３   

(5) 略 

(6) 
処理名：アセタール化（ホルマール化も可） 

理由：略 

※記述問題の正答例は開示していません． 



 

 

令和３年度 入学試験問題（前期日程） 

問題訂正 

 「化 学」 
 
 

【問題冊子】 

 

 ６ページ ２ 問題文の 14行目 
 

 （誤） 「平衡定数Ｋb」 
 

（正） 「塩基の電離定数Ｋb」 

 
 ７ページ ２ （３）（ｃ） 
 

 （誤） 「平衡定数Ｋb」 
 

（正） 「電離定数Ｋb」 
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